
JFN ラジオ CM コンテスト 2020～ラジオに乗せて、学校アピール～で 

本学社会情報学部 2年生の松浦輝空（まつうら てるたか）さんがブロック賞を受賞 

 

全国 FM放送協議会が主催する「JFN ラジオ CM コンテスト 2020～ラジオに乗せて、学校アピール

～」では、学生が在籍する学校を２０秒、もしくは４０秒のラジオＣＭコピーとして自由に表現する機会を提供

しています。この度、本学社会情報学部 2年生の松浦輝空さんの CMコピー「惑わされるな」がブロック代

表に選出され、全国大会に進み、応募総数 2,811 件のなかから、ブロック賞を受賞しました。去る 7月 21

日（火）に、エフエム群馬本社にて、表彰式が行われました。 

 

 

 

塚越正弘代表取締役社長より、 

「ブロック賞」の賞状と副賞を受け取る 

松浦輝空さん 

（7月 21日、株式会社エフエム群馬本

社ビルにて。写真は株式会社エフエム

群馬様よりご提供いただきました。） 

 

 

 

 

  

 松浦さんの CMは、FM GUNMA、FM新潟、FM栃木、FM長野、K-mix（静岡エフエム）各局で、本学の

オープンキャンパスの時期に合わせて、７月２０日～8月 2日までの２週間に放送されます(※)。また、今年

度中に、FM GUNMAでさらに 2週間の放送の予定です。 

 

松浦さんの作品は、こちらから聴くことができます。 

 https://www8.jfn.co.jp/cmc/ 

 

【松浦輝空さん 今回のラジオ CM の制作意図】 

私がこの作品を制作したのは、社会の中を流れる情報を分析して、その仕組みを学ぶという「学部の特色や

強み」を「不特定多数の人」に「音声」を通して、想像や体験をしてもらいながら伝えたいという思いがあった

からです。生活の中の似ている音からヒントを経て、社会の情報の複雑さを不特定多数の人が想像・体験で

きるようにその情報（音）を如何に捉えるのが難しいかを実感してもらい、学部がどういう人材を育んでいる

かを伝えられるように制作しました。 

 

なお、このコンテストの応募は、社会情報学部「異文化コミュニケーション基礎論」（担当 結城恵教授）で、

「不特定多数の人々に向けたコミュニケーション」を考える取組として進められ、本学から 89名の学生が応



募しました。 

 

※FM GUNMAでの 7月 20日～8月 4日までの放送予定は以下の通りです。 

7月 20日（月） 8時 51分 7月 21日（火）22時 15分 7月 22日（水）10時 09分 

7月 23日（木）16時 16分 7月 24日（金）19時 14分 7月 25日（土）13時 59分 

7月 26日（日） 9時 29分 7月 27日（月）22時 15分 7月 28日（火）12時 53分 

7月 29日（水）20時 29分 7月 30日（木）14時 11分 7月 31日（金）11時 29分 

8月 1日（土） 8時 40分   8月 2日（日）19時 54分 

 


